
科 目

名 
フードデザイン 

家庭科 選択 

３年次・２単位 

目 標 

栄養、食品、献立、調理、テーブルコーディネートなどについて体系的・系統的に理解するとともに、関連

する技術を身に付けるようにする。 

食生活の現状から食生活全般に関する課題を発見し、食生活の充実向上を担えるよう合理的かつ創造的

に解決する力を養う。 

食生活の充実向上を目指して自ら学び、食生活の総合的なデザインと食育の推進に主体的かつ協働的

に取り組む態度を養う。 

位 置

づ け 

家庭基礎の食物分野からさらに専門的、発展的に学ぶ科目です。実習を通して主体的かつ協働的に取り

組む姿勢を身に付け、食育推進を担える力を身に付ける。 

■使用する教材 

・教科書「フードデザイン」（実教出版） 

・資料集「2021 オールガイド食品成分表」（実教出版） 

・自作プリント 

■学習する単元とおおよその時期 

・食生活と健康【４～５月】 

・フードデザイン実習 料理様式とテーブルコーディネート【６～９月】 

・栄養素のはたらきと食事計画【１０～１２月】 

・フードデザイン実習 食品の特徴・表示・安全【１～２月】 

■授業の流れ、予習・復習を含めた学習方法 

調理実習を１０回以上予定しています。衛生面に配慮し、安全に実施出来るようしっかりと準備をしましょ

う。家庭生活においても積極的に食と関わりましょう。食と SDGs はどのような関係があるのかを考えてい

きます。課題を発見し解決していくためにも、新聞に目を通す習慣をつけましょう。 

■観点別評価について 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評

価

基

準 

Ａ 

栄養、食品、献立、調理、テー

ブルコーディネートなど、フー

ドデザインに必要な要素を相

互に関連付けて理解し、実践で

きる技術を習得している。 

 

 

多面的に食生活の現状を捉え

て思考を深め食生活の充実向

上を目指して自ら課題を発見

するとともに、家庭や地域の実

情に合わせてより豊かな食生

活を創造することによって、課

題を解決できる。 

人々の健康の保持推進と健全

な食生活の実現を図るために、

進んで学ぶ姿勢を持ちつつ、食

材を適切に選択し作るところ

から食べるところまでを総合

的に捉えて、主体的に計画・実

践することができる。また習得

した知識や技術を家庭や地域

で積極的に活用することによ

り、食育の推進に他と協働して

取り組むことができる。 

Ｂ 

栄養、食品、献立、調理、テー

ブルコーディネートなど、フー

ドデザインに必要な要素を相

多面的に食生活の現状を捉え

て思考を深め食生活の充実向

上を目指して自ら課題を発見

人々の健康の保持推進と健全

な食生活の実現を図るために、

学ぶ姿勢を持ちつつ、食材を適



互に関連付けて理解し、実践で

きる技術を習得しようと努力

している。 

 

 

 

 

するとともに、家庭や地域の実

情に合わせてより豊かな食生

活を創造することによって、課

題を解決する努力をしている。 

切に選択し作るところから食

べるところまでを総合的に捉

えて、計画・実践することがで

きる。また習得した知識や技術

を家庭や地域で積極的に活用

しようとしている。 

Ｃ 上記が達成できていない 上記が達成できていない 上記が達成できていない 

評価の

場面 

定期考査 

課題の提出内容 

定期考査 課題の提出内容 

授業中の発言内容 

授業中の参加態度 

課題の提出状況 

  



---  一部の科目のみ追加項目  該当しない科目においては、以下の内容は消去してください  --- 

■領域ごとの授業時間数について（現代の国語、言語文化 のみ） 

単
元
名 

        

話すこと・聞くこと         

書くこと         

読むこと         

※前頁の「■学習する単元とおおよその時期」とリンクさせてください 

 

■領域ごとの授業時間数について（英語コミュニケーションⅠ のみ） 

単
元
名 

        

聞く         

読む         

書く         

話す（やりとり）         

話す（発表する）         

※前頁の「■学習する単元とおおよその時期」とリンクさせてください 

 

---  先生方への説明  以下の内容は全ての科目で消去してください  --- 

■自己評価について 

授業評価と連動させた Google フォームで、実施します。 

・生徒自身が３観点について、振り返る 

・生徒自身の取り組み方について 

・教員の授業について 


